
 

「二十年、三十年後もプノンペン日本人学校が在り続けるために」 

※長文です 

  校長 村上洋司 

 

 今年は、コロナ禍もほぼ収まり、全ての学習や行事等を十分に行うことができ、子ども達は大きく成

長いたしました。 

私がここプノンペン日本人学校に赴任しましたのは２０２０年４月、私たちが経験したことの無い

「コロナ騒動」の幕開けと同時でした。学校は前年度３月の卒業式・修了式までは通常通り終わり年度

始めの休業期間中でしたが、新年度からカンボジア全土で学校閉鎖が行われることが決定している最中

での赴任でした。新年度が始まるまでのクメール正月を挟んでの３週間で「オンライン学習」の体制づ

くりに取り組みました。今ではかなりスムーズに行っているオンライン授業も誰もそのような授業を経

験したことの無い中で、手探り状態でのスタートでしたので十分ではなかったことは否めません。それ

でも「子ども達の学びを止めない」を合言葉に、学校も家庭も子どもたちも一体となって日々の授業を

展開する日々が続きました。一方で、オンラインにはいくつかの限界があり対面での学校再開を望む声

は先生・子ども達・保護者から強くありました。本校は、「日本人の為の学校」という位置づけでした

ので、カンボジア政府からの様々な調査・指示はカンボジア教育省からダイレクトにきました。 

 

そのような中で、６月になってカンボジア教育

省から「全国の学校に先駆けてプノンペン市内で

１３校を試験的に先行再開する」という話が伝わ

ってきました。これに遅れてはならじと日本人

会、大使館にもお願いして、その先行１３校に入

れるようにと様々な準備をしました。その結果、

７月にチュンナロン教育大臣の本校訪問の運びと

なり、「先行して再開してよいのでそのための手続

きを進めるように」との言葉をその場で頂きまし

た。その後本校は夏休みになりましたが、補習校

も含めた全教職員の PCR 検査実施や児童生徒のワ

クチン接種状況の把握と報告、手洗い場の整備と

手洗いの励行、体温計の設置と検温、毎日のアル

コール消毒体制、部屋の換気・室温２４度以上の維持等、矢継ぎ早に対応策を提案した結果、９月の夏
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休み開けからの対面式実施校の承認が教育省から下りました。待ちに待った登校しての授業の実施で

す。並行して夏休み作品展、こどもまつり、中学部定期テスト、修学旅行と行事も順調に進めて行きま

した。この間に、オンライン授業も十分に対応すべくインターネット回線の拡充・整備、生徒用 PC の

新規追加購入なども怠りませんでした。１１月になりコロナ感染が全土に広がりを見せ始め、再度のカ

ンボジア全学校休校措置令が出されました。再びオンライン授業の再開となりましたが、その頃はある

程度オンライン授業の運用にも慣れていたので、年度初めのような混乱は少なかったように記憶してい

ます。そして、必ず対面式の再開があると信じて授業・学校行事の計画を進めました。その結果年が明

けた２０２１年には再度対面授業が許可され、宿泊学習、書き初め大会、学習発表会、お別れ遠足、運

動会、卒業式等の行事も実施することができました。 

２０２１年度はカンボジア全土ロックダウン令が発せられ２０２０年度より厳しい休校措置制限の状

況がありました。しかしオンライン授業の教育技術向上やオンラインならではの学習（南極大陸との交

信授業・山中伸弥教授のオンライン授業・グアム日本人学校との学校ぐるみでの交流等）を実施するこ

とができました。現状に満足すること無く新たなチャレンジへと踏み出しました。もちろんそこには多

くの課題や抵抗があったのは事実です。が、決して後戻りせず多くの皆さんのお力添えをいただき前

へ、前へと進めました。 

２０２２年度、２０２３年度とアフターコロナ禍の教育活動に移行してまいりました。学校では「教

育プロジェクトチーム」を編成し、限られたリソースを有効に活用すべく教育内容の重点化を図り、学

校運営委員会の承認もいただき予算化をしていただきました。例えば、DX（デジタルトランスフォー

メーション；デジタルを活用した教育改革）、現地校との交流再開（SCIA 校、ポチェントン校）、教育

支援アプリ・ロイロノートの導入と活用、プノンペン大学学生によるクメール語学習、国際交流基金カ

ンボジアとのコラボ授業、SDGｓ視点授業・学校行事の展開、シーゲーム・パラゲーム観戦、デジタル

教科書の試験導入、特設英語新設による使える英語の実施、「Sport for all」の導入、日・カンボジア友

好７０周年行事への参加、学校ホームページリニューアル、社会科副読本改訂とカンボジアらしさを活

用した教育活動を各分野で展開し、今日至っています。 

現在、この四年間を振り返ってみますと、このように通常の学習や学校行事を先生方と子ども達がで

きていることが「奇跡」に感じられます。来年は開校十年目、再来年には十周年を迎えます。そしてこ

れから先、二十年、三十年とカンボジア・プノンペンに集う子どもたちに常により良き教育を志向する

関係する皆さんと手を携え、プノンペン日本人学校がここカンボジアで日本教育のセンターとして発展

していけることを願っています。 
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　　　　3月の行事予定

1 2 3 4 5 6 1 2 3

1 金 ①12:35 4 4 4 4 4 4 4 4 4

2 土

3 日

4 月 ①14:00②15:00 5 5 5 6 6 6 6 6 6

5 火 ①14:00②15:00 5 6 6 6 6 6 6 6 6

6 水 ①14:00②15:00 5 5 6 6 6 6 6 6 6

7 木 ①15:00 6 6 6 6 6 6 6 6 6

8 金 ①14:00②15:00 5 5 6 6 6 6 6 6 6

9 土

10 日

11 月 ①14:00 5 5 5 5 5 5 5 5 5

12 火 ①14:00②15:00 5 5 5 6 6 5 6 6 5

13 水 ①11:35 3 3 3 3 3 3 3 3 3

14 木 ①9:30 2 2 2 2 2 2 2

15 金

16 土

17 日

17 水 11:30 3 3 3 3 3 3 3

18 木 11:30 2 3 3 3 3 2 3 3 3

19 金 ①14:00②15:00 5 5 6 6 6 6 6 6 6

2024年度4月

主な行事

卒業式

修了式　離任式

全校朝会

①卒業式リハーサル①

お別れ遠足 現地よりバス下校

５時間授業

①卒業式リハーサル②

19日以降の4月の予定については4月になりましたらお知らせします。行事等については先日配布致しました、来年
度の月別行事予定をご覧ください。

下校バス出発
日 曜  日

小学部 中学部

着任式　始業式

入学式

通常授業  お弁当が必要です。


